




































昭和 45 年には 3割程度だったものが、平成 23 年には 7割近く（68.7％）まで上昇している。また、精神
障害のある人（外来）は、平成 20 年から平成 26 年までの 6年間で、65 歳以上の割合は 31.5％から 36.7％
へと上昇している。
＊2　厚生労働省（2014）『特別養護老人ホームの入所申込者の状況』によると、2014 年には特別養護老人ホー





































調査期間は2015年 12月～ 2016年 3月の 4か月間である。インタビューの回数は調査協力者














センター全体：2611 件（計画相談 198 件）





10 年 センター全体：4810 件（計画相談 53 件）
C氏（男性・40 代） 相談支援専門員 16 年
センター全体：16109 件（電話相談 2986





20 年 センター全体：24 ケース

























































































































































































































































































































































付記　　 本研究は平成 27 年度京都ノートルダム女子大学研究一般助成（個人研究助成金）を受
けた。
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